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9
月
4
日
（
土
）
碧
水
ホ
ー
ル
に
お
い
て
水
口
町
閉
町

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
町
に
様
々
な
分
野
で
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
へ
の
町
政
功
労
者
表
彰
や
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
の
水
口
児
童
合
唱
団
に
よ
る
歌
の
披
露
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
の
大
水
口
宿
禰
ッ
ト
に
よ
る
水
口
囃
子
の
演
奏
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
旗
が
降
納
さ
れ
る
と
、
参
加
さ

れ
た
方
々
は
町
へ
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
約
半

世
紀
に
わ
た
る
水
口
町
の
歴
史
に
幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
 

水口町、土山町、甲賀町、 
甲南町、信楽町で閉町式 

ありがとう、 
そして新しい時代へ 

土山町 
さようなら・・・我が町土山町  49年間の歴史に幕 

甲賀町 

　
去
る
、
9
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
土
山
町
閉
町
式
」
が
約
350
人
が
集
ま
る
中
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
閉
町
式
で
は
、
町
政
功
労
者
な
ど
の
表
彰
に
続
き
「
さ
よ
う
な

ら
土
山
町
・
あ
り
が
と
う
土
山
町
」
を
テ
ー
マ
に
小
・
中
学
生
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
や
地
元
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
„
や
ま
び

こ
コ
ー
ラ
ス
“
に
よ
る
「
土
山
讃
歌
」
・
「
土
山
町
民
の
歌
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
土
山
町
民
の
歌
で
は
、
や
ま
び
こ
コ
ー
ラ
ス
の
呼
び
か
け
に
よ

り
会
場
全
員
の
合
唱
と
な
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に

会
場
い
っ
ぱ
い
に
歌
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
ス
テ
ー
ジ
に
掲
げ
ら
れ
た
町
旗
が
、
下

村
町
長
と
服
部
議
長
の
手
に
よ
り
降
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
降
納
時
、
会
場
で
は
す
す
り
泣
く
様
子
も
見
ら
れ
、
約
半
世
紀

に
及
ぶ
土
山
町
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
参
加
者
は

一
週
間
後
に
迫
っ
た
新
市
発

足
へ
希
望
を
募
ら
せ
て
い
ま

し
た
。 

　
9
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
甲
賀
町
の
歴
史
を
閉
じ
る
「
閉
町
記
念
式
」

が
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
岩
永
峯
一
衆
議

院
議
員
、
家
森
茂
樹
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
、
町
内
自
治

区
（
会
）
長
、
関
係
者
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
列
、
昭
和
30
年
の
町
制
施

行
か
ら
49
年
に
及
ん
だ
町
の
歩
み
を
懐
か
し
み
、
新
市
の
発
展
を
願
い
ま

し
た
。
 

　
国
歌
を
斉
唱
し
、
厳
か
に
始
ま
っ
た
式
典
で
は
、
西
田
町
長
が
「
や
が

て
槌
音
響
く
第
二
名
神
が
完
成
し
、
こ
の
町
の
姿
は
も
っ
と
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
甲
賀
町
の
歴
史
の
上
に
成
り
立
つ
こ
の
地
域

が
、
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
は
ぐ
く
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
り
続

け
る
よ
う
念
願
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
多
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
9
人
の
皆
さ
ん
に
町
政
功
労
者
表
彰
を
、

ま
た
地
域
活
動
や
保
健
衛
生
な
ど
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
12
人
と
2
団
体

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

参
列
者
が
見
守
る
な
か
、
演

壇
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
町
旗

が
静
か
に
降
納
さ
れ
る
と
会

場
は
大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ

ま
し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
、
生
涯
学
習

館
横
の
芝
生
広
場
で
町
内
の

幼
児
園
児
た
ち
と
保
護
者
が
、

願
い
事
な
ど
を
綴
っ
た
短
冊

を
付
け
た
風
船
4
0
0
個
を

一
斉
に
飛
ば
し
、
町
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。
 

半世紀の歩みを懐かしみ新市の発展を願う 

水口町 
半世紀の歴史に幕 

願いが届きますように 

町旗降納 

やまびこコーラス 

大水口宿禰ット 

水口児童合唱団 

　それぞれの町で閉町式が行われ、長い歴史に幕が降ろされました。 

今まで私たちとともに歩んできた町に別れを… 

そして新しい甲賀市に期待を寄せて 

水口町、土山町、甲賀町、甲南町、信楽町で閉町式 ありがとう、そして新しい時代へ 

す
く
ね
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信
楽
町
役
場
で
は
、
9
月
30
日
（
木
）
午
後
6
時
か
ら

庁
舎
玄
関
で
閉
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
議
会
議
員
や
区
長
、
町
民
の
方
、
町
職
員
な

ど
約
2
0
0
人
が
参
加
、
50
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打

つ
閉
庁
式
典
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
最
後
と
な
る
町
民
憲
章
の
唱
和
、
町
歌
の

斉
唱
が
参
加
者
全
員
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
信
楽
町
へ

の
感
謝
と
新
生
甲
賀
市
で
の
信
楽
町
の
躍
進
を
祈
念
し
て

の
万
歳
三
唱
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ

た
町
旗
を
今
井
町
長
と
北
村
議
長
、
青
木
副
議
長
、
藤
田

区
長
連
絡
協
議
会
長
が
降
納
し
、
式
典
と
と
も
に
信
楽
町

の
庁
舎
閉
庁
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
信
楽
町
あ
り
が
と
う
・
・
・
・
 

　
そ
ん
な
言
葉
を
胸
に
参
加
者
の
中
に
は
感
謝
の
思
い
が

こ
み
上
が
り
ハ
ン
カ
チ
を
手
に
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。
 

信楽町 
今井町長らが町旗を降納 

　
9
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
甲
南
町
の
歴
史
を
閉
じ
る
閉
町

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
閉
町
に
あ
た
り
、
今
日
ま
で
様
々
な
分
野
で
町
の
振
興
・
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。
 

　
「
あ
り
が
と
う
甲
南
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
で
は
、
懐
か
し
い

風
景
や
残
し
て
お
き
た
い
風
景
、
甲
南
町
の
誇
れ
る
風
景
な
ど

が
し
み
じ
み
と
、
見
る
者
の
胸
に
し
み
て
き
ま
し
た
。
こ
の
す

ば
ら
し
い
甲
南
の
風
景
は
新
市
に
な
っ
て
も
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
、
町
四
役
の
手
に
よ
り
町
旗
が
降
ろ
さ
れ
、
61
年

間
の
歴
史
に
幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
 

甲南町 

水口町、土山町、甲賀町、甲南町、信楽町で閉町式 ありがとう、そして新しい時代へ 


